
天
台
寺
門
宗
の
宗
教
法
人
不
動

院
（
福
山
市
駅
家
町
大
橋
４
２
３
｜

８
、
三
島
覚
道
住
職
、
電
０
８
４
・

９
７
６
・
８
１
９
４
）
は
01
年
よ
り

「
墓
じ
ま
い
」
さ
れ
る
無
縁
塔
（
古

墓
）
を
引
き
取
り
供
養
し
て
き
た
＝

写
真
＝
が
、
今
年
７
月
頃
よ
り
、
納

骨
墓
を
設
置
し
て
無
縁
と
な
っ
た

方
の
遺
骨
を
引
き
受
け
、
永
代
供
養

を
行
っ
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
っ
子

同
士
の
結
婚
や
、
後
継
者
が
い
な
い

ま
ま
に
亡
く
な
る
方
、
子
や
孫
が
遠

く
離
れ
て
住
み
、
墓
守
が
で
き
な
く

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
墓
じ
ま
い
を
行
っ
た
場
合
、
通

常
は
石
材
店
か
ら
専
門
業
者
に
引

き
取
ら
れ
て
道
路
整
備
な
ど
に
使

わ
れ
る
と
い
う
。
だ
が
不
法
投
棄
も

多
く
、
ど
こ
の
自
治
体
も
頭
を
悩
め

て
い
る
と
い
う
。三
島
住
職（
75
）は

25
年
前
、同
院
の
住
職
に
就
く

際
に「
人
の
為
に
な
る
こ
と
を

す
る
よ
う
に
」と
の
教
え
を
不

動
明
王
か
ら
授
か
り
、宗
旨
宗

派
を
問
わ
ず
格
安
で
引
き
取

り
供
養
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

墓
石
は
合
同
安
置
場
と
し

て
同
市
加
茂
町
北
山
に
７
万

㎡
の
土
地
を
整
地
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
北
海
道
や
東
北
、

九
州
な
ど
全
国
か
ら
約
７
万

竿
の
墓
石
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

土
台
は
重
機
な
ど
で
粉
砕
し

て
礎
石
と
し
、墓
石
は
整
然
と

並
べ
て
合
同
供
養
を
行
え
る

よ
う
市
の
指
導
を
受
け
て
15

年
前
か
ら
続
け
て
い
る
。墓
石

は
１
竿
２
５
０
０
円
、
土
台
は
１
ト

ン
当
た
り
６
千
円
で
引
き
受
け
て

い
る
。

近
年
は
納
骨
に
つ
い
て
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
許
可
を
得

て
、
同
寺
が
運
営
し
て
い
る
同
市
今

津
町
の
こ
す
も
す
霊
苑
内
に
納
骨

墓
を
設
け
、
永
代
供
養
を
請
け
負
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
供

養
料
は
１
柱
当
た
り
７
｜
８
万
円

に
な
る
予
定
。

三
島
住
職
は
幼
い
頃
よ
り
霊
感

が
強
く
、
長
じ
て
真
言
宗
・
天
台
寺

門
宗
・
修
験
道
な
ど
で
修
業
を
積

ん
で
、
25
年
前
よ
り
不
動
院
の
住
職

を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
13
年
に

は
権
僧
正
を
拝
命
。
ま
た
、
四
国
霊

場
会
公
認
準
特
任
大
先
達
の
資
格

も
持
つ
。
総
本
山
三
井
寺
允
許
加
持

祈
祷
師
霊
媒
師
と
し
て
、
霊
視
や
除

霊
、
病
気
や
困
り
ご
と
相
談
、
厄
除

け
、
水
子
供
養
な
ど
を
専
門
に
行
っ

て
い
る
。
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ば
ら
祭
に
て
商
工
会
議
所
に
よ

る
「
ふ
く
や
ま
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
ブ
ー
ス
で
、
福
山
大
学
ワ
イ

ン
（
赤
白
）
と
私
の
山
野
峡
ワ
イ
ン

（
赤
）
の
無
料
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
た
と
こ
ろ
、
２
日
間
で
約
２
千

人
の
方
が
押
し
寄
せ
て
行
列
が
途

切
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
さ
ら
に

試
飲
後
の
各
ワ
イ
ン
の
評
価
は
概

ね
好
評
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
山
野
峡

ワ
イ
ン
が
一
番
美
味
し
い
！
と
い

う
反
面
、
一
番
美
味
し
く
な
い
と
い

う
評
価
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
は
万
人
受

け
が
難
し
い
事
も
わ
か
っ
た
。

無
料
と
は
い
え
老
若
男
女
２
千

人
来
場
と
い
う
結
果
は
、
昨
今
の
ワ

イ
ン
ブ
ー
ム
が
本
物
と
い
う
証
だ

ろ
う
。
３
月
に
福
塩
線
を
走
ら
せ
た

ワ
イ
ン
列
車
も
募
集
直
後
か
ら
反

響
が
大
き
く
、
早
く
も
第
２
弾
を
期

待
す
る
声
が
あ
る
。
井
原
市
他
の
６

市
１
町
に
よ
る
ワ
イ
ン
特
区
も
認

可
さ
れ
、
ふ
く
や
ま
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
更
な
る
発
展
に
期
待
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
ば
ら
祭
の
メ
イ
ン
会

場
で
あ
る
緑
町
公
園
北
の
角
地

に
移
設
さ
れ
た
「
歩
兵
第
四
十

一
聯
隊
跡
」記
念
碑
の
前
で
は
、

福
山
市
遺
族
会
が
出
店
し
、
物

販
や「
備
後
護
国
神
社
護
持
会
」

入
会
案
内
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

等
の
催
し
で
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。
記
念
碑
が
本
来
の
跡
地
に
移
設

さ
れ
て
最
初
の
ば
ら
祭
、
そ
こ
に
突

然
ロ
シ
ア
人
の
女
性
が
飛
び
入
り

で
歌
い
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
急
遽
歌
っ
て
い
た
だ
い
た
。
日

露
戦
争
・
万
宝
山
の
戦
い
に
て
鵜

沢
連
隊
長
が
戦
死
と
い
う
激
戦
を

想
起
し
、運
命
的
な
も
の
を
感
じ
た
。

紅
白
の
バ
ラ
で
飾
ら
れ
た
記
念

碑
に
は
多
く
の
市
民
が
足
を
止
め
、

碑
文
を
読
み
、
先
人
の
苦
労
を
偲
ん

だ
様
子
だ
。
41
連
隊
の
誘
致
が
福
山

市
市
制
施
行
の
原
点
で
あ
り
、
そ
の

跡
地
で
盛
大
に
百
周
年
記
念
の
ば

ら
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が

福
山
市
百
年
の
歴
史
を
象
徴
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

日
露
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
敗

戦
ま
で
の
間
、
41
連
隊
所
属
の
将
兵

７
千
人
余
が
祖
国
に
殉
じ
た
。
多
く

の
将
兵
が
遺
骨
さ
え
戻
っ
て
い
な

い
事
実
を
ば
ら
祭
で
学
び
、
今
後
は

戦
後
の
福
山
市
発
展
の
礎
と
な
っ

た
英
霊
に
対
し
て
思
い
を
馳
せ
る

祭
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
こ
そ

ば
ら
祭
の
重
み
が
増
す
と
い
う
も

の
だ
。
歴
史
に
学
び
、
恒
久
平
和
を

願
う
ば
ら
祭
に
発
展
し
て
欲
し
い
。

市
制
百
周
年
記
念
ば
ら
祭 大田ゆうすけ

（福山市議会議員）
毎月 1日号に掲載

№57

無縁の墓石などを引き受け供養
不動院

少子高齢化でニーズ急増
7月から納骨墓も完備




